
立
憲
民
主
党
の
代
表
選
（
９
月

２
３
日
）
、
自
民
党
の
総
裁
選

（
９
月
２
７
日
）
か
ら
衆
院
選

（
１
０
月
２
７
日
）
に
か
け
て
の

「
原
発
に
関
す
る
主
張
」
か
ら
は
、

両
党
と
も
、
雪
崩
を
打
っ
て
原
発

容
認
、
推
進
に
向
か
っ
て
変
節
し

た
と
言
え
ま
す
。

立
憲
民
主
党
は
綱
領
で
「
原
発

ゼ
ロ
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
４

人
の
代
表
候
補
者
は
、
積
極
的
な

脱
原
発
の
主
張
を
避
け
ま
し
た
。

何
れ
も
が
「
避
難
計
画
の
不
備
」

な
ど
を
指
摘
し
た
も
の
の
、
当
面

の
原
発
稼
働
を
容
認
し
て
い
ま
す
。

国
民
民
主
党
に
配
慮
し
た
た
め
と

の
報
道
も
あ
り
ま
す
。

自
民
党
の
総
裁
候
補
者
の
内
、

総
裁
・
首
相
に
選
出
さ
れ
た
石
破

氏
は
、
８
月
２
８
日
の
総
裁
選
出

馬
時
に
は
、
「
原
発
を
ゼ
ロ
に
近

付
け
て
い
く
」
と
表
明
し
な
が
ら
、

首
相
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ほ
ぼ
岸

田
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
踏

襲
し
て
、
「
原
発
依
存
社
会
」
に

向
か
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
経
団

連
や
経
済
同
友
会
の
主
張
に
迎
合
・

屈
服
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
人

の
命
や
生
活
の
犠
牲
の
上
に
、
電

力
会
社
、
原
発
産
業
、
ゼ
ネ
コ
ン

な
ど
の
大
企
業
に
税
金
と
電
力
料

金
を
垂
れ
流
す
た
め
の
政
策
で
す
。

河
野
、
小
泉
両
氏
は
、
つ
い
最
近

ま
で
、
原
発
に
関
し
て
は
慎
重
派

で
し
た
が
、
総
裁
選
で
は
、
こ
れ

を
放
棄
し
ま
し
た
。
自
ら
の
立
場

の
擁
護
の
た
め
に
平
気
で
主
張
を

翻
す
こ
と
は
、
人
間
と
し
て
失
格

で
す
。

日
本
維
新
の
会
、
国
民
民
主
党

は
、
元
来
原
発
推
進
で
す
。
維
新

は
「
次
世
代
原
発
、
と
く
に
核
融

合
発
電
を
推
進
す
る
」
と
し
て
い

ま
す
。
労
使
協
調
路
線
の
全
国
電

力
関
連
産
業
労
働
組
合
総
連
合

（
電
力
総
連
）
を
支
持
母
体
と
す

る
国
民
民
主
党
は
「
原
発
の
建
て

替
え
・
新
増
設
に
よ
り
、
輸
入
に

頼
ら
な
い
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
確
保
す
る
」
と
す
る
原
発
推
進

の
最
先
鋒
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
立
民
、
自
民
の

変
貌
、
維
新
、
国
民
民
主
の
原
発

推
進
は
目
に
余
り
ま
す
が
、
彼
ら

が
い
か
に
変
貌
し
、
何
を
願
望
し

よ
う
と
も
、
選
挙
の
都
合
、
政
治

的
思
惑
、
経
済
的
利
益
で
原
発
の

老
朽
化
を
防
ぐ
技
術
、
安
全
性
を

高
め
る
技
術
、
使
用
済
み
核
燃
料

の
処
理
・
処
分
技
術
が
急
に
向
上

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら

が
原
発
推
進
に
暴
走
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
原
発
過
酷
事
故
の
確
率
は

拡
大
し
ま
す
。
許
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
政
府
や
電
力
会
社

の
「
原
発
依
存
社
会
」
へ
の
暴
走

は
、
脱
原
発
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ

た
失
敗
を
取
り
繕
う
た
め
で
す

（
そ
の
裏
に
は
、
潜
在
的
な
核
武

装
推
進
へ
の
願
望
も
見
え
隠
れ
し

ま
す
）
。
も
し
、
福
島
原
発
事
故

以
降
の
政
権
や
電
力
会
社
が
事
故

の
教
訓
を
生
か
し
て
、
原
発
と
き
っ

ぱ
り
決
別
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
切
り
替
え
る
政
策
を
と
っ
て
い

た
な
ら
、
今
頃
、
化
石
燃
料
発
電

や
、
原
発
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、

電
気
を
供
給
し
、
世
界
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
流
れ
を
リ
ー
ド
で

き
て
い
た
で
し
ょ
う
。
彼
ら
は
、

資
本
主
義
経
済
の
視
点
か
ら
も
失

敗
し
た
の
で
す
。
自
ら
の
失
敗
を

反
省
せ
ず
、
更
な
る
原
発
推
進
へ

と
暴
走
す
る
政
府
と
電
力
会
社
を

厳
し
く
糾
弾
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
政
策
転
換
を
求
め
ま
し
ょ
う
！

と
こ
ろ
で
、
１
０
月
２
７
日
投

開
票
の
衆
院
選
で
は
、
自
公
・
石

破
政
権
が
大
幅
後
退
し
、
立
民
、



国
民
民
主
、
れ
い
わ
新
選
組
な
ど

が
躍
進
し
ま
し
た
。

衆
院
選
で
の
自
公
両
党
の
大
幅

減
は
悦
ば
し
い
こ
と
な
が
ら
、
こ

の
選
挙
で
の
大
き
な
争
点
が
「
裏

金
問
題
」
で
あ
り
、
そ
の
裏
で
進

め
ら
れ
る
物
価
高
騰
、
イ
ン
フ
レ
、

弱
者
切
り
捨
て
、
格
差
拡
大
、
軍

拡
、
原
発
依
存
な
ど
の
政
策
が
ほ

と
ん
ど
議
論
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
政
治
の
貧
困
を
覚
え
ま

す
。原

発
問
題
で
も
、
大
勝
し
た
立

民
が
、
政
権
獲
得
の
た
め
に
、
議

席
を
伸
ば
し
た
国
民
民
主
に
忖
度

し
て
、
原
発
政
策
を
「
原
発
容
認
」

に
大
き
く
シ
フ
ト
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
原
発

（
と
く
に
核
融
合
）
推
進
」
を
掲

げ
る
維
新
は
議
席
を
減
ら
し
た
も

の
の
、
そ
れ
で
も
政
権
の
行
方
の

狭
間
に
あ
り
、
自
公
、
立
民
の
何

れ
も
が
、
こ
れ
に
擦
り
寄
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

原
発
推
進
政
党
を
抱
き
こ
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
当
面
の
政
権
を
維

持
す
る
と
予
想
さ
れ
る
石
破
自
民

党
が
、
「
原
発
推
進
」
に
さ
ら
に

暴
走
す
る
可
能
性
は
大
で
す
。
と

く
に
、
政
権
の
行
方
に
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
る
国
民
民
主
は
、

自
公
政
権
と
の
「
部
分
連
合
」
を

通
し
て
、
原
発
推
進
を
先
導
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
「
原
発
即
時
廃
止
、
地

方
分
散
型
再
エ
ネ
普
及
」
を
掲
げ

る
れ
い
わ
は
躍
進
し
た
も
の
の
、

「
原
発
は
す
み
や
か
に
に
ゼ
ロ
」

「
３
０
年
度
に
石
炭
火
力
ゼ
ロ
」

と
し
た
共
産
党
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
社
会
の
右
傾
化
が
危
ぶ
ま
れ

ま
す
。

今
回
の
衆
院
選
の
争
点
は
「
金

権
問
題
」
で
し
た
が
、
そ
れ
を

「
裏
金
」
だ
け
に
矮
小
化
さ
せ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
大
き
な

「
金
権
」
は
、
人
々
か
ら
吸
い
上

げ
た
税
金
や
電
力
料
金
を
、
軍
需

産
業
や
原
発
産
業
（
旧
財
閥
、
電

力
会
社
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
自
動
車
産

業
な
ど
）
に
垂
れ
流
し
、
軍
備
拡

大
、
原
発
推
進
に
暴
走
す
る
政
府

の
「
権
力
」
で
す
。
現
政
府
は
、

人
々
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
に

使
用
さ
れ
る
べ
き
税
金
を
大
企
業

に
垂
れ
流
す
「
ト
ン
ネ
ル
機
関
」

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
理
不
尽
が
ま
か
り

通
り
、
閉
塞
感
漂
う
状
態
の
打
開

の
た
め
に
、
い
ま
最
も
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
「
目
に
見
え
、
耳
に

聞
こ
え
る
市
民
の
行
動
」
の
高
揚

で
す
。

１
２
・
８
「
と
め
よ
う
！
原
発

依
存
社
会
へ
の
暴
走
関
電
包
囲
大

集
会
」
の
大
成
功
を
勝
ち
取
り
、

原
発
の
な
い
、
人
の
命
と
尊
厳
が

み
な
さ
ん
。
原
発
政
策
に
関
し

て
、
衆
議
院
選
挙
の
結
果
・
自
公

政
権
の
過
半
数
割
れ
に
喜
ん
で
は

い
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
開
け
て
み
れ
ば
、
原
発

推
進
を
掲
げ
る
国
民
民
主
が
大
き

く
議
席
を
伸
ば
し
、
政
権
を
と
り

た
い
立
憲
民
主
が
、
今
後
国
民
民

主
に
忖
度
し
、
「
原
発
容
認
」
に

変
節
し
て
い
く
可
能
性
も
考
え
ら

大
切
に
さ
れ
る
社
会
に
向
か
っ
て

前
進
し
ま
し
ょ
う
！

２
０
２
４
年
１
０
月
３
１
日

(

老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

実
行
委
員
会
・
木
原
壯
林
）

れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
選
挙
の
都

合
、
政
治
的
思
惑
、
経
済
的
利
益

で
原
発
の
老
朽
化
を
防
ぐ
技
術
、

安
全
性
を
高
め
る
技
術
、
使
用
済

み
核
燃
料
の
処
理
・
処
分
技
術
が

急
に
向
上
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。１

２
・
８
大
集
会
に
向
け
て
、

あ
ら
ゆ
る
行
動
で
「
原
発
Ｎ
Ｏ
！
」

の
民
意
を
盛
り
上
げ
た
い

と
考
え
、
各
地
で
の
原
発

を
考
え
る
学
習
・
討
論
会

の
開
催
、
各
地
で
の
チ
ラ

シ
の
全
戸
配
布
、
街
頭
で

の
チ
ラ
シ
配
布
、
一
人
デ

モ
な
ど
を
精
力
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

今
後
、
ア
メ
ー
バ
デ
モ
や
街
頭
・

駅
前
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
を
や
り
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
１
１
月
１
４
日
（
木
）
兵
庫
の

各
駅
前
で
チ
ラ
シ
配
布
。
三
宮
マ

ル
イ
前
広
場
に
１
０
時
集
合
。

近
隣
の
駅
に
別
れ
て
駅
前
チ
ラ
シ

配
布
。
配
布
後
、
１
４
時
に
市
民

デ
モ
ひ
ょ
う
ご
の
み
な
さ
ん
の
行

動
に
合
流
。

●
１
１
月
２
１
日
（
木
）
兵
庫
で
、

１
４
日
と
同
じ
予
定
。

●
１
１
月
２
２
日
（
金
）
Ｊ
Ｒ
姫

路
駅
前
で
チ
ラ
シ
配
布
。
Ｊ
Ｒ
姫

路
駅
北
側
広
場
に
１
５
時
集
合
。

１
６
時
ま
で
チ
ラ
シ
配
布
。
そ
の

後
、
脱
原
発
は
り
ま
ア
ク
シ
ョ
ン

の
み
な
さ
ん
の
行
動
に
合
流
。

●
１
１
月
３
０
日
（
土
）
Ｊ
Ｒ
彦

根
駅
前
で
チ
ラ
シ
配
布
。
Ｊ
Ｒ
彦

根
駅
改
札
前
に
１
０
時
集
合
。
１

２
時
頃
ま
で
チ
ラ
シ
配
布
。
そ
の

後
、
近
江
八
幡
駅
に
移
動
し
、
１

４
時
か
ら
脱
原
発
市
民
ウ
ォ
ー
ク

ｉ
ｎ
し
が
近
江
八
幡
の
デ
モ
行
進

に
合
流
。

●
１
１
月
２
３
日
以
降
は
、
若
狭

の
美
浜
、
高
浜
、
大
津
、
京
都
、

高
槻
な
ど
で
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
を

取
り
組
む
予
定
で
す
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
。


